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 １ 

１ 釧路市の概要 

  平成 17 年 10 月 11 日に釧路市、阿寒町、音別町が合併して、新生「釧路市」が

誕生した。 

  人口は、152,886 人（令和７年４月末現在の住民基本台帳）で道内では６番目に

多く、約 1,363㎢の面積は道内で３番目に広い。 

  当市は北海道の東部に位置し、南は太平洋の海原に面し、北は日本百名山に指

定されている阿寒岳に至り、阿寒摩周国立公園と釧路湿原国立公園の二つの国立

公園を擁する自然豊かな地域である。気候は、沿岸部では一年を通して冷涼で、

７月から９月の最高気温の平均が約 28 度であることから、夏には長期滞在地とし

て選ばれている。また、主に６月から８月にかけて霧が発生することもあるが、

秋から冬にかけて晴天の日が多く、年間の日照時間は札幌よりも多い。（令和６

年、気象庁データ） 

  当市の経済は、農業、林業、水産業の第一次産業とそれに関連する食品加工業、

製紙、石炭鉱業そして観光業を柱として発展し、物流を支える「港」「空港」

「鉄道」「道路」が整備されてきた。そして「高速道路網」が釧路に延伸された

ことで、物流、観光の伸展がもたらす波及効果に期待が寄せられている。 

  釧路市の行政においては現在、「都市経営」の視点による新たなまちづくりの

指針として「釧路市まちづくり基本構想」を策定し、「経済活性化」を主軸に、

地域経済を担う主役となる「人材育成」と経済活動を展開する舞台となる「都市

機能向上」を重点戦略と定め、目指すべきまちづくりを実現するための取組みを

進めている。 

 

 ★ 位  置 

   ・北緯 42度 58分 10秒  ・東経 144度 22分 24秒 

   ・面積 1,363.26㎢ 

 

 

 

 



 ２ 

２ 合併（平成 17年 10月 11日、新設合併）前の旧３市町 

 釧路市 

明治 13 年釧路戸長役場が置かれる。明治 33 年に北海道１級町村制が施行され

釧路町が誕生、大正９年には北海道区制が施行され釧路区となり、この時釧路村

を分村。大正 11 年に市制が施行され、釧路市が誕生。昭和 24 年に鳥取町と白糠

村の一部を編入合併。 

市名の由来・・・アイヌ語による以下の諸説があるが定かではない。「クッチ

ャロ」（のど）、「クシベツ」「クシナイ」（通り抜けることのできる川）、

「クシュル」（通路）、「クスリ」（薬・温泉） 

阿寒町 

明治 20 年阿寒郡戸長役場を設置。大正 12 年に２級町村制が施行され、舌辛村

が誕生。昭和 12 年には鶴居村が分村し、村名を阿寒村に改称。昭和 15 年に１級

町村制が施行され、昭和 32年に町制を施行。 

町名の由来・・・アイヌ語で「不変・不動」という意味の単語から 

音別町 

大正４年に尺別村戸長役場を設置して、白糠村から分離独立。大正８年には２

級町村制が施行され尺別村となり、大正 11 年、音別村に改称。昭和 34 年に町制

を施行。 

町名の由来・・・アイヌ語の「オムベツ」(川口がふさがる)から 

 

 

《 参 考 》 
 
☆ 釧路市章の由来 ～ 大正９年（1920 年）に制定したものを、新市でも使用

することとした。 

  外側の星は北極星を、内側の円はクシロを意味する釧

（腕輪）を表し、北海道を象徴する北極星に囲まれ、釧

路市が栄えることを祈ってつくられた。 
 
☆「クシロ」の語源 ～ アイヌ語の「クシュル」（通路、越路）又は「クスリ」

（温泉）等の説がある。 

   明治２年（1869）太政官布告により「釧路」の字を当

て、命名した。 

 



 
３ 

３  市勢の概要 
 
 （１）市制施行   平成１７年（２００５年）１０月１１日 

           （釧路市、阿寒町、音別町による新設合併） 
 
 （２）人口及び世帯数 
 

区   分 国勢調査(令和２年１０月１日) 住民登録（令和７年４月末） 

総   数 １６５，０７７ 人 １５２，８８６ 人 

男 ７７，５０６ 人 ７１，７９０ 人 

女 ８７，５７１ 人 ８１，０９６ 人 

世 帯 数 ８０，３４９ 世帯 ９１，１０１ 世帯 

    
（３）面積   １，３６３．２６㎢ 

 

 （４）産業別人口及び割合（令和２年国勢調査） 

区    分 人 数 割 合 

第１次産業  １，５１１ 人  ２．２ ％  

第２次産業 １２，５６１ 人   １８．２ ％  

第３次産業  ５３，０４６ 人  ７６．７ ％  

分 類 不 能  ２，０８０ 人  ３．０ ％  

総 数 ６９，１９８ 人  １００．０ ％ 

   
 （５）商業（令和３年経済センサス－活動調査）※飲食店を除く 
 

区   分 事 業 所 数 従 業 者 数 年間商品販売額 

令和２年 １，５５８ １２，３２０人 ５，０３７億円 

 
 （６）工業 

     工業出荷額（２０２１年工業統計調査結果） 
 

区 分 事 業 所 数 従 業 員 数 製造品出荷額等 

令和２年 １７５ ４，６５８人 ２，３４６億円 

 



 
４ 

 （７）農業 

   ア 農業産出額 

区  分 総  額 

令和５年 １１０．７億円 

 
 （８）水産 

 

 

 
 
 （９）その他（令和７年３月末現在） 

   ア 市営住宅管理戸数   ５，８０２戸（政策空家含む） 

           入居戸数       ３，８１７世帯 

入居率         ６５．８％ 
 
   イ 水道給水状況 一日配水能力    ６９，８８６㎥ 

（令和５年度）     一日平均配水量   ５６，００６㎥ 

 

   ウ 下水道普及状況 計画処理面積     ４，５５６ｈａ 

 処理能力     １０８，９３５㎥／日 

 人口普及率       ９８．６％ 

 水洗化率        ９５．８％ 
 
   エ 市道舗装状況 市道延長   １，２５９，６４８ｍ 

 舗装延長   １，０３０，９１９ｍ 

 舗装率         ８１，８％ 
 
   オ 老人福祉センター等 １９館 
 
   カ 児童館・児童センター ２１館 
 
   キ 市立保育園・市立幼稚園・市立認定こども園     ６園 

（令和７年４月１日現在）    
 

ク 市立小学校     〃             ２５校 
 

ケ 市立中学校     〃             １４校 
 
コ 市立義務教育学校     〃              １校 

 

サ 市立高等学校     〃              １校 

 
   ※ 私立中学校 １校 国立義務教育学校 １校 道 立 高 校 ７校 私 立 高 校 １校 

  国 立 高 専 １校 国 立 大 学 １校 公 立 大 学 １校 私立短期大学 １校  

私立保育園 ５園 私立幼稚園 ５園 他認定こども園 ３２園 

区 分 漁獲量 漁獲取扱額 

令和６年 １７３千ｔ １１８億円 



 
５ 

   ス 釧路港の港勢（令和６年）   入港船舶数     ７，１４１隻 
   取扱貨物量     １，３６０万ｔ 

   総入港船舶総トン数 １，５０５万ｔ 

 
セ 釧路空港乗降客数（令和６年）                ７４．１万人 

 
ソ 観光客入り込み数（令和６年度）      ４５６万人  

釧路地域   ３３１万人 

                         阿寒地域   １２１万人 

                       音別地域    ３６千人 
 
タ ごみ収集量（令和６年度）  家庭ごみ年間収集量  ２６，７９７ｔ 

  （可燃・不燃・粗大・その他） 

 

        
 
チ 姉妹都市及び姉妹港等 

 ・姉妹都市   鳥取市（鳥取県） 

         湯沢市（秋田県） 

         バーナビー市（カナダ）  

         ホルムスク市（ロシア）  
 
 ・姉妹港    スワード港（アメリカ） 

         ニューオリンズ港（アメリカ） 
 
 ・姉妹湿地   ハンター河口湿地（オーストラリア） 

         （釧路湿原、厚岸湖・別寒辺牛湿原、霧多布湿原） 
 
 ・港街友好都市 ペトロパブロフスク・カムチャツキー市（ロシア） 
 
 ・友好都市   出水市（鹿児島県） 

         都留市（山梨県） 

那賀町（徳島県） 

松茂町（徳島県） 
 
 ・観光交流都市 岡山市（岡山県） 

 

ツ 市職員の条例定数と配置人員          （令和７年４月１日現在） 

部 局 区 分 条例定数（人） 配置人員（人） 

市長の事務部局（病院及び診療所を除く） ９８４ ９５７ 

病院及び診療所の職員 ８９４ ８９４ 

上下水道部の職員 １２６ １２６ 

議会事務局の職員 １２ ９ 

選挙管理委員会の職員 ５ ４ 

監査事務局の職員(公平委員会の職員を併任

する者を含む。） 
６ ６ 

農業委員会事務局の職員 ４ ３ 

消防本部及び署の職員 ３２２ ３２２ 

教育委員会事務局の職員 １４０ １３２ 

教育委員会所管の学校職員 ６６ ５９ 

計 ２，５５９ ２，５１２ 



 
６ 

４ 令和７年度主要施策 [釧路市予算の概要より抜粋] 

  
（＊印の事業は、新規・拡充事業／予算額の（ ）書きは繰越明許費／単位：千円） 

 

第１章 福祉・安全安心 

節 事 業 名  予算額 

１ 子育て ・ 子育て世代包括支援センター事業 4,368  

 ・ 妊婦のための支援給付金支給事業 70,667   
・ 健康診査事業(母子) 78,665  

 ・ 先進不妊治療費助成事業 4,501  

 ・ 妊産婦安心出産支援事業 423   
・ 産後ケア事業 6,750  

 ・ 思春期ライフデザイン事業 1,832   
・ 法人立保育所等整備費補助金 200,629  

 ＊ 保育士確保対策事業 -   
・ 子育て応援円卓会議運営事業 80   
・ 子育て環境充実事業 3,800   
・ 委託保育所事業 

 

  
・ 病児(病後児)保育事業 17,543  

・ 認定こども園給付事業 3,900,277   
・ 地域型保育給付事業 163,746   
・ 利用者支援事業 6,412   
・ 法人立保育所等運営協力事業 267,743  

 ・ 大楽毛児童センター整備事業 71,140  

 ＊ 春日・治水児童館統合整備事業 3,754  

 ＊ こども家庭センター運営事業 200   
＊ 育児支援家庭訪問事業 973   
・ ひとり親家庭自立支援促進事業 24,407  

２ 保健・医療 ・ 小児救急医療支援事業費補助金 8,207  

 ・ 高等看護学院施設管理事業 373   
・ 高等看護学院学生確保対策事業 88   
・ 病院事業会計(市立釧路総合病院) 30,321,018   
・ 阿寒湖畔歯科診療所運営事業 15,704   
・ 国民健康保険阿寒診療所事業特別会計 563,094   
・ 国民健康保険音別診療所事業特別会計 401,580   
・ ＣＫＤ対策推進事業 47   
・ 健康ポイント事業 400   
・ がん検診推進事業 4,349  

 ・ 予防接種事業 877,137   
・ 生活習慣病予防推進事業 5,827   
＊ 骨髄ドナー助成事業 200  

３ 地域福祉 ・ 地域福祉推進事業 
 

  
・ ひきこもり支援推進事業 3,958  

  ・ 避難行動要支援者避難支援事業 2,877  

４ 高齢者福祉 ・ 高齢者外出促進バス事業 112,192   
・ 介護人材確保事業 17,840  

 ・ 介護保険特別会計(保険事業勘定) 18,285,147   
・ 介護保険特別会計(介護サービス事業勘定) 103,488  

５ 障がい者・児福祉 ・ 障害福祉サービス事業 7,272,516  



 
７ 

 
・ 障害児通所給付事業 2,063,098   
・ 基幹相談支援センター事業 27,329   
・ 虐待防止センター事業 6,145   
・ 成年後見センター事業 11,724   
＊ 身体障がい者用自動車改造費助成事業 800   
・ 日常生活用具給付等事業 4,954  

６ 社会保障 ・ 国民健康保険特別会計 15,516,988   
・ 健康づくり等推進事業 

 

  
・ 特定健康診査及び特定保健指導事業 92,333   

・ 後期高齢者医療特別会計 3,073,663   
・ 北海道後期高齢者医療広域連合負担金 2,417,375   
・ 生活保護扶助事業 12,037,400   
・ 生活困窮者自立促進支援事業 51,495   
・ 生活保護法施行事務事業 

 

  
・ 生活保護法施行事務事業 11,766   
・ 自立支援プログラム推進事業 17,815 

７ 防災・消防 ・ 災害対策 7,194  

 ・ 津波一時避難場所整備事業 750,513  

   (60,104) 

 ・ 大楽毛津波避難複合施設整備事業 766,227     
(210,262)  

・ 防災行政無線更新事業 421,300   
＊ 避難所環境整備事業 80,000   
・ 総合防災対策事業 130   
・ 住宅・建築物耐震改修等事業 1,450   
・ 警防活動 13,073   
・ 救急活動 10,591   
・ 消防訓練活動 6,005  

 ・ 西消防署大楽毛支署・第 12 分団庁舎建設事業 315,077  

 ・ 団員活動 5,049  

 ・ 消防車両購入事業 221,947  

 ＊ 高機能消防指令施設整備事業 14,777  

８ 交通安全・防犯 ・ 街路灯維持管理費補助金等 38,709  

９ 消費生活 ・ 消費者行政活性化事業 2,003  

 

第２章 環境・教育・文化 

節 事 業 名 予算額 

１ 環境保全・野生生物 ・ ｅｃｏライフ促進支援事業 12,520   
・ 再生可能エネルギー導入推進事業 30,440  

 ・ 世界自然遺産登録推進事業                   2,395  

 ・ 国際湿地協力活動 123   
・ 自然環境保全推進事業 3,891  

２ 共生 ・ 男女平等参画推進事業 626   
・ アイヌ政策推進交付金事業 288,539  

３ 交流・平和 ・ 移住定住・長期滞在促進事業                 9,538   
・ 地域づくり推進事業 29,500   
・ 姉妹都市等交流推進事業 2,452   
・ 国際交流推進事業                     13,258   
・ 平和都市推進事業 3,634  



 
８ 

４ 生涯学習 ・ 調査研究事業  
 

  
・ 動植物総合調査事業 335  

・ 自然観察等教育普及活動事業                 2,934   
・ 博物館施設整備事業 8,767  

 ・ 博物館交流提携事業 646  

 ・ 図書館管理運営事業 18,002   
・ 生涯学習センター施設整備事業 178,497  

 ・ 市民文化会館施設整備事業 7,403  

 ・ こども遊学館施設整備事業 34,875   
・ 子ども読書活動推進事業 847   
・ 音別町体験学習センター施設整備事業 9,966  

 ・ 丹頂鶴自然公園等管理運営事業 1,333   
＊ 開園 50 周年記念事業 8,849   
＊ 生涯学習施設解体事業 494,839  

 ＊ タンチョウ観察センター解体事業 30,265  

 ・ 阿寒国際ツルセンター施設整備事業 2,638   
・ 動物園事業特別会計 422,849  

 ・ 台北市立動物園交流事業 1,483  

５ 学校教育 ・ 確かな学力向上推進事業  8,152  

 ・ 教職員管理事業 2,482  

 ・ 校務支援システム管理運営事業 27,321   
・ 特別支援教育推進事業 16,453   
・ 特別支援学級事業 10,794  

 ・ 読書定着支援事業 300   
・ スクールソーシャルワーカー活用事業 6,435   
・ 不登校対策事業 2,368   
・ 学びの多様化学校事業 13,317  

 ・ いじめ非行防止対策事業 1,655   
・ 外国人英語指導助手活動事業 73,821   
・ 口腔健康管理事業 8,053   
・ 就学奨励費 3,767   
・ 防災教育推進事業 68   
・ コミュニティ・スクール活用推進事業 2,040   
・ 地域人材育成推進事業 6,000   
・ 放課後子どもプラン事業 3,407   
・ 教育指導奨励事業 

 

 
 ・ 指導主事事業 162 

 ・ 釧路市がめざす学校のすがた基本計画推進事業 2,974   
・ 学校施設環境整備事業 3,922   
・ 学校施設整備事業 

 

  ・ 小学校施設整備事業 73,304  

  ・ 中学校施設整備事業 245,375  

 ・ 学校施設保安維持事業 65,134   
・ 大楽毛地区義務教育学校整備事業 466,779   
・ 音別地区義務教育学校整備事業 751,326  

 ＊ 桜ケ岡地区義務教育学校整備事業 51,546   
・ 新給食センター整備事業 471,358   
＊ 学校給食会運営費等 60,651   
・ 家庭教育支援事業 2,641  



 
９ 

 ・ 英語力向上推進事業 5,612   
＊ 北陽高校管理運営事業 6,378  

６ 文化・芸術 ・ 文化財保護事業     
・ 文化財保護事業 50  

  ・ 天然記念物保護研究事業 1,744  

 ・ マリモ保護研究事業                      45,390  

 ・ 文化振興事業 2,640  

 ・ 市立美術館企画展開催費補助金              11,000  

 ・ 所蔵作品等巡回事業                     686  

７ スポーツ ・ 鳥取温水プール施設整備事業 26,057  

 ・ 柳町スピードスケート場施設整備事業 18,854  

 ＊ 第 98 回日本学生氷上競技選手権大会開催事業 1,400  

 ＊ 大規模運動公園体育施設整備事業 979   
・ スポーツ合宿誘致推進事業 3,598  

 

第３章 経済・産業     

節 事 業 名 予算額 

１ 農業 ・ 農業用水道管理事業 113,710   
・ 国営緊急農地再編整備事業 44,183   
・ 市営牧場整備事業 25,608  

 ＊ 道営草地整備事業 18,858  

 ・ 農道管理事業 40,695   
・ 野菜振興対策事業 6,000   
・ 牛乳消費拡大事業 1,000   
・ 中山間地域等直接支払制度交付事業 92,378   
・ 多面的機能支払交付金 6,889   
・ 農村地域人材育成推進事業 11,000  

２ 林業・木材産業 ・ 豊かな森づくり推進事業 9,115   
・ 市有林収穫事業 80,456   
・ 林業振興事業 89,114  

 ・ 林道管理事業 37,068   
・ 山菜振興推進事業 5,500   
・ 地域材利用拡大・森林整備推進事業 22,497  

３ 水産業 ・ ウニ資源増大対策事業 3,600   
・ ホッキ貝資源増大対策事業 1,500   
・ マツカワ資源増大対策事業 771   
・ ワカサギ養殖事業 1,688   
・ シシャモふ化事業 3,000  

 ・ 沖合資源増大実験事業 2,400   
＊ 農山漁村地域整備交付金事業負担金 9,000   
・ 砂ツブ増殖事業 500   
・ コンブ漁場整備事業 22,028   
・ 雑海藻駆除事業 9,000   
・ ヒトデ駆除事業 180   
・ 漁業後継者就職支援事業 133  

 ・ 漁業被害支援事業 500   
・ 魚揚場事業特別会計 148,946   
・ 水産加工業活性化支援事業 356  
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・ くしろプライド釧魚(センギョ)事業 500   
・ 養殖調査研究事業 10,000   
・ ブルーカーボン推進事業 3,000   
・ くじらのまちづくり推進事業 1,757  

４ 鉱工業 ・ 工業用水対策事業 13,500   
・ 工業用水道事業会計 104,732  

 ・ 産炭地振興事業 32,862   
・ 炭鉱技術研修支援事業 1,274  

５ 観光 ・ 食の魅力づくり推進事業 14,934   
・ ＭＩＣＥ産業強化推進事業 2,321   
・ 滞在体験観光促進事業     

・ 滞在周遊促進事業 37,719    
・ 冬季体験型観光強化推進事業 650   

・ アドベンチャートラベル推進事業 38,435  

 ・ 統合型リゾート構想推進事業 37   
・ 道東道利用促進事業 1,988   
・ ひがし北海道空港連携誘致事業 1,500   
・ 水のカムイ観光圏協議会負担金 7,501   
・ 国内観光客誘致事業 2,243   
・ 海外観光客誘致事業    2,831   
・ 観光情報発信提供事業 4,444   
＊ ＤＭＯ推進体制強化事業 6,431   
＊ 外国人材活用事業 900   
・ 観光施策推進事業 44,226  

 ＊ 湿原展望台施設整備事業 34,859  

 ・ 阿寒地域活性化事業 5,500  

 ・ 音別町憩いの森管理運営事業 5,500  

６ 商業・中小企業 ・ 空き店舗等活用促進事業 4,100   
・ 商工会・商店街等活性化支援事業 2,300  

 ・ 中心市街地活性化対策事業 4,724   
・ 公設地方卸売市場事業会計 257,662   
・ 中小企業振興資金貸付対策事業 2,869,692  

 ・ 起業・事業承継推進事業 1,346   
・ スタートアップ人材創出事業 25,066   
・ ビジネスサポートセンター事業 57,044  

７ 産業支援・企業誘致 ・ 中小企業ＤＸ推進事業 690  

 ・ 新産業創造等推進事業   

  ・ 新産業創造等推進事業 801    
・ 釧路新産業創造研究会補助金 3,000   

・ 地場産品普及促進事業     
・ 地場産品普及促進事業 480  

  ・ 販路開拓支援事業 1,697  

 ＊ 工業用地調査事業 6,875   
・ ふき紙普及促進事業 4,034   
・ テレワーク等推進事業 1,100  

８ 雇用・労働 ・ 女性求職者就労促進事業 3,431   
・ 人材確保・定着促進事業 9,852   
・ 人材確保等優良事業促進事業 19,110  

 ・ ＵＩＪターン推進事業 17,273  
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第４章 都市構造・都市基盤   

節 事 業 名 予算額 

１ 持続可能なまちづくり ・ 都市計画施策推進事業 4,096   
・ 立地適正化計画推進補助金 5,000   
・ 釧路駅周辺整備推進事業 11,449   
・ 駐車場事業特別会計 155,538   
・ 公共交通活性化事業 32,161   
・ 旧日本銀行釧路支店活用促進事業 803  

２ 道路・河川 ・ 市道整備事業 1,074,320   
  (63,036)  
・ 道路橋梁維持補修事業 150,159   
・ 冬期路面対策事業 176,129   
・ 低地帯浸水対策事業 348,629   
・ 道路整備要望推進事業 1,194  

３ 港湾・空港 ・ 港湾施設維持点検業務 77,133   
・ 港湾施設整備事業 63,640   
・ 港湾施設改修事業 173,172   
・ 港湾計画推進事業 80,550   
・ 国直轄港湾工事負担金 799,950     

(190,350)  
・ 港湾整備事業会計 1,080,685   
・ 港湾開発整備促進事業 13,957   
・ 空港拡張整備促進事業 14,123   
・ 釧路空港国際化推進事業 3,298  

４ 住宅 ・ 維持管理事業 73,210   
・ 使用料収納事業 4,157  

 ・ 公営住宅等建設事業 1,533,315   
・ 空家等対策事業 9,605   
・ 住宅エコリフォーム補助金 6,662  

５ 水道・下水道 ・ 水道事業会計 12,004,578    
・ 第３回拡張事業 1,488,307    

(828,308)   
・ 配水管整備事業  460,672      

(1,582,394) 

  ・ 浄水場施設整備事業 221,551  

  ・ 簡易水道整備事業 81,235    
・ メーター整備事業 542,957    
・ 水質検査機器整備事業 11,029   

・ 下水道事業会計 12,646,042    
・ 公共下水道事業     

・終末処理場の整備 1,502,190      
(15,810)    

・ポンプ場の整備 380,000     
・管渠整備 766,210     
 (291,190)   

・ 特定環境保全公共下水道     
・終末処理場の整備 257,900 
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 (344,100)    
・ポンプ場の整備 11,000  

   ・管渠整備 30,500     
 (13,900)  

・ 合併処理浄化槽補助金 3,293  

６ 公園 ・ 維持管理事業    
・ 公園維持管理事業 70,032    
・ 街路樹維持管理事業 2,000  

 ・ 都市公園整備事業 203,441     
(21,000)  

・ 火葬場施設整備事業 44,478  

７ ごみ処理 ・ 釧路広域連合負担金 616,741   
・ ごみ減量化対策事業 265  

 

第５章 市民協働・行財政運営  

節 事 業 名 予算額 

１ 市民協働 ・ 輝くまちづくり交付金 3,050  

２ 行財政運営 ・ 釧路市まちづくり基本構想推進事業 153  

  ・ まち・ひと・しごと創生総合戦略推進事業 200  

  ・ ふるさと納税推進事業 1,347,261  

  ＊ 宿泊税導入事業 7,684  

  ・ 広告事業 -  

 ・ スマート自治体推進事業 19,956  

 ・ 自治体情報システム標準化事業 42,787  

 ＊ 書かないワンストップ窓口導入事業 60,405  

  ・ 都市経営戦略プラン推進事業 4,008  

  ・ 行政評価推進事業 120  

  ・ 重要政策課題調査事業 1,000  

  ・ 個人番号カード交付等事業 121,176  

  ・ 財産管理事業 6,132  

 ・ 市有施設補修・改修事業 194,468  

  ・ 公共施設等適正化事業 660  

  ・ 定住自立圏構想等推進事業 98  

  ・ 職員研修事業 11,113  

 ・ 給料 5,504,656  

 ・ 各種手当 3,173,890  

 ＊ マーケティング戦略推進事業 6,539  
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５ 財政状況    

 （１）総括表 

                                     （単位：千円） 

会 計 名 令和７年度予算額 

一 般 会 計 １０７，４００，０００ 

特 

 

 

別 

 

 

会 

 

 

計 

国 民 健 康 保 険 １５，５１６，９８８ 

国民健康保険阿寒診療所事業 ５６３，０９４ 

国民健康保険音別診療所事業 ４０１，５８０ 

後 期 高 齢 者 医 療 ３，０７３，６６３ 

介
護
保
険 

保 険 事 業 勘 定 １８，２８５，１４７ 

介護サービス事業勘定 １０３，４８８ 

魚 揚 場 事 業 １４８，９４６ 

駐 車 場 事 業 １５５，５３８ 

動 物 園 事 業 ４５１，８５４ 

小 計 （ ９ 会 計 ） ３８，７００，２９８ 

企 

 

 

業 

 

 

会 

 

 

計 

病 院 事 業 ３０，３２１，０１８ 

水 道 事 業 ９，５９３，８７６ 

工 業 用 水 道 事 業 １０４，７３２ 

下 水 道 事 業 １１，９８１，０４２ 

公設地方卸売市場事業 ２５７，６６２ 

港 湾 整 備 事 業 １，０８０，６８５ 

小 計 （ ６ 会 計 ） ５３，３３９，０１５ 

合 計 １９９，４３９，３１３ 
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（２）一般会計当初予算（歳入） 

                                  （単位：千円・％） 

款 令和７年度予算額 構成比 

市 税 ２１，３１１，１２７ １９．８ 

地 方 譲 与 税 ７５２，７０６ ０．７ 

利 子 割 交 付 金 ８，０００ ０．０ 

配 当 割 交 付 金 ７１，０００ ０．１ 

株式等譲渡所得割交付金 １１８，０００ ０．１ 

法 人 事 業 税 交 付 金 ３９１，０００ ０．４ 

地 方 消 費 税 交 付 金 ４，５１１，０００ ４．２ 

ゴルフ場利用税交付金 ７，６００ ０．０ 

環 境 性 能 割 交 付 金 ７６，０００ ０．１ 

地 方 特 例 交 付 金 １４１，６１８ ０．１ 

地 方 交 付 税 ２６，６１０，０００ ２４．８ 

交通安全対策特別交付金 １６，０００ ０．０ 

分 担 金 及 び 負 担 金 ６３７，２２４ ０．６ 

使 用 料 及 び 手 数 料 ２，４９８，９０８ ２．３ 

国 庫 支 出 金 ２３，９８５，６５６ ２２．３ 

道 支 出 金 ６，７２１，１７５ ６．３ 

財 産 収 入 ３９３，３９３ ０．４ 

寄 附 金 ２，７１０，００１ ２．５ 

繰 入 金 ４，２８３，３６８ ４．０ 

繰 越 金 １ ０．０ 

諸 収 入 ３，９５９，９２３ ３．７ 

市 債 ８，１９６，３００ ７．６ 

合 計 １０７，４００，０００ １００．０ 
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（３）一般会計当初予算（歳出） 

（単位：千円・％） 

款 令和７年度予算額 構成比 

議 会 費 ３０１，４２５ ０．３ 

総 務 費 ９，７７８，２３８ ９．１ 

民 生 費 ３６，４９０，４７９ ３４．０ 

衛 生 費 ４，３２３，０４７ ４．０ 

労 働 費 １４７，６４７ ０．２ 

農 林 水 産 業 費 １，３０６，３４７ １．２ 

商 工 費 ３，９７３，６７６ ３．７ 

土 木 費 ６，１３７，５１４ ５．７ 

港 湾 費 １，６４６，８７６ １．５ 

消 防 費 １，００１，８１５ ０．９ 

教 育 費 ８，４３０，２６５ ７．９ 

災 害 復 旧 費 １５，０００ ０．０ 

公 債 費 １１，８９６，９０４ １１．１ 

諸 支 出 金 １０，５６３，６０９ ９．８ 

職 員 費 １１，２９７，１５８ １０．５ 

予 備 費 ９０，０００ ０．１ 

合 計 １０７，４００，０００ １００．０ 
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（４）一般会計当初予算歳入財源別内訳 

                                   （単位：千円・％） 

款 令和７年度予算額 構成比 

自 

 

主 

 

財 

 

源 

市  税 ２１，３１１，１２７ １９．８ 

分 担 金 及 び 負 担 金 ６３７，２２４ ０．６ 

使 用 料 及 び 手 数 料 ２，４９８，９０８ ２．３ 

財 産 収 入 ３９３，３９３ ０．４ 

寄 附 金 ２，７１０，００１ ２．５ 

繰 入 金 ４，２８３，３６８ ４．０ 

繰 越 金 １ ０．０ 

諸 収 入 ３，９５９，９２３ ３．７ 

小 計 ３５，７９３，９４５ ３３．３ 

依 

 

存 

 

財 

 

源 

地 方 譲 与 税 ７５２，７０６ ０．７ 

利 子 割 交 付 金 ８，０００ ０．０ 

配 当 割 交 付 金 ７１，０００ ０．１ 

株式等譲渡所得割交付金 １１８，０００ ０．１ 

法 人 事 業 税 交 付 金 ３９１，０００ ０．４ 

地 方 消 費 税 交 付 金 ４，５１１，０００ ４．２ 

ゴルフ場利用税交付金 ７，６００ ０．０ 

環 境 性 能 割 交 付 金 ７６，０００ ０．１ 

地 方 特 例 交 付 金 １４１，６１８ ０．１ 

地 方 交 付 税 ２６，６１０，０００ ２４．８ 

交通安全対策特別交付金 １６，０００ ０．０ 

国 庫 支 出 金 ２３，９８５，６５６ ２２．３ 

道 支 出 金 ６，７２１，１７５ ６．３ 

市  債 ８，１９６，３００ ７．６ 

小 計 ７１，６０６，０５５ ６６．７ 

合 計 １０７，４００，０００ １００．０ 
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（５）一般会計当初予算歳出性質別経費  

                                （単位：千円・％） 

区 分 令和７年度予算額 構 成 比 

消 

費 

的 

経 

費 

人 件 費 １４，９３６，０３２ １３．９ 

物 件 費 １３，９２０，９０２ １３．０ 

維 持 補 修 費 １，１６２，７５６ １．１ 

扶 助 費 ３２，４４５，７２６ ３０．２ 

補 助 費 等 ８，６４５，０６０ ８．０ 

小 計 ７１，１１０，４７６ ６６．２ 

投 

資 

的 

経 

費 

普 通 建 設 事 業 費 １１，５４０，９２９ １０．８ 

災 害 復 旧 事 業 費 １５，０００ ０．０ 

失 業 対 策 事 業 費 － － 

小 計 １１，５５５，９２９ １０．８ 

そ 

 

の 

 

他 

公 債 費 １１，８９６，８９６ １１．１ 

積 立 金 ４７０，７８５ ０．４ 

投 資 及 び 出 資 金 ５００，０００ ０．５ 

貸 付 金 ２，９３１，５３３ ２．７ 

繰 出 金 ８，８４４，３８１ ８．２ 

予 備 費 ９０，０００ ０．１ 

小 計 ２４，７３３，５９５ ２３．０ 

合 計 １０７，４００，０００ １００．０ 

 



１８  

６ 議  会 
 

（１）議 員 
 

  ア 定数  条例定数  28人 

        現 員 数  24人（令和７年６月１日現在） 

 

  イ 年齢構成 

                   （令和７年６月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）議会の構成 

  総務文教常任委員会 

  

 常 任 委 員 会 経済建設常任委員会 

 

 民生福祉常任委員会 

 

予算決算常任委員会 

 

議会運営委員会 

 

  

                                                    石炭対策特別委員会 

  

 特 別 委 員 会 都心部市街地整備特別委員会 

 

                           議会広報広聴特別委員会 

  

                          議会改革特別委員会 

 

 議員協議会 

 

協議又は調整を行う場   代表者会議・幹事長会議 

 

委員長会議・委員協議会 

 

 

 

 

 

年 齢 議 員 数 摘 要 

30～39歳 ２人 
最年少  38歳 

最年長  71歳 

平均 55.61歳 

40～49歳 ５人 

50～59歳 ７人 

60歳以上 10人 

議  会 



１９  

（３）委 員 会 

  ア 構 成                       （令和７年６月１日現在） 

常任委員会 特別委員会 
議会運営 

委 員 会 総務文教 経済建設 民生福祉 予算決算 石炭対策 
都心部 

市街地整備 

議会 

広報広聴 
議会改革 

８人 ８人 ８人 23 人 ６人 ７人 ５人 ６人 ６人 

   

イ 任 期   ２年（特別委員会を除く） 
 

  ウ 選任方法  議長が選任する（正副委員長は議長が会議に諮って選任する）。 

   

エ 所管事項 

   ○ 常任委員会 

総務文教 ～ マーケティング戦略室、総務部、総合政策部、財政部、教育委員

会、会計室、選挙管理委員会、公平委員会及び監査委員の所管に

属する事項並びに他の委員会の所管に属しない事項 

経済建設 ～ 産業振興部、水産港湾空港部、住宅都市部、都市整備部、上下水

道部及び農業委員会の所管に属する事項 

民生福祉 ～ 市民環境部、福祉部、こども保健部、消防本部(署・団を含む)、

病院及び診療所の所管に属する事項 

予算決算 ～ 予算、決算に関する事項 

※上記の各部には、行政センターの関係課を含む。 

   ○ 特別委員会 

石 炭 対 策 ～ 石炭産業振興対策に関する件 

都心部市街地整備 ～ 釧路駅周辺地区、北大通及び北大通隣接地区の都市機能充

実と都市機能充実に資する民間事業の誘発促進に関する件 

議 会 広 報 広 聴 ～ 議会活動の広報及び市民意見の聴取に関する件 

議 会 改 革 ～ 議会改革に関する件 

 

（４）会派別議員数及び議運委員数 

                 (令和７年６月１日現在） 

会 派 名 等 所属議員数 議運委員数 

自民市政クラブ ６人 ２人 

日本共産党議員団 ４人 １人 

公明党議員団 ４人 １人 

市民連合議員団 ４人 １人 

創 志 会 ３人 １人 

会 派 無 所 属 ３人 ０人 

計 24人 ６人 

※会派は、２人以上の所属議員をもって構成される。 



２０  

（５） 活動状況 

 ア 本会議（令和６年実績） 

会議の名称 会   期 本会議日数 本会議の時間 

第１回  ２月臨時会 ２/５ １日間 １ 日間 ７分 

第２回  ２月定例会 ２/22～３/15 23日間 ８ 日間 28 時間 11分 

第３回  ６月定例会 ６/14～６/25 12日間 ４ 日間 17 時間 09分 

第４回  ９月定例会 ９/４～９/25 22日間 ７ 日間 18 時間 51分 

第５回  12月定例会 12/５～12/17 13日間 ５ 日間 16 時間 05分 

計 71日間 25 日間 80 時間 23分 

 

 イ 本会議（令和５年実績） 

会議の名称 会   期 本会議日数 本会議の時間 

第１回  ２月定例会 ２/24～３/17 22日間 ８ 日間 24 時間 53分 

第２回  ５月臨時会 ５/11～５/12 ２日間 ２ 日間 １ 時間 00分 

第３回  ６月定例会 ６/21～６/30 10日間 ４ 日間 16 時間 46分 

第４回  ９月定例会 ９/６～９/25 20日間 ５ 日間 16 時間 50分 

第５回  12月定例会 12/６～12/15 10日間 ４ 日間 17 時間 26分 

計 64日間 23 日間 76 時間 55分 

 

（６）議事の方法 

ア  代表質問、質疑・一般質問  
 

区 分 代  表  質  問 質 疑 ・ 一 般 質 問 

実 施 

議 会 
・当初予算議会（２月定例会） 

・各定例会（２・６・９・１２月） 

・質疑と一般質問は、同一日程 

発 言 

通 告 

・議会の招集告示以後、代表質問

開始日前々日の正午まで 

・当該日が市の休日の場合は、そ

の前日に繰り上げ 

・議会の招集告示以後、質疑・一般質問開

始日前々日の正午まで 

・当該日が市の休日の場合は、その前日に

繰り上げ 

発 言 

順 序 

・多数会派順。会派所属議員数が

同一の場合、該当会派で抽選によ

り決定。以降当初予算議会ごとに

順次輪番 

・抽選で会派の発言順位を決定。以降定例

会ごとに順次輪番 

・同じ会派に所属する議員の発言順位は、

各会派において決定 

発 言 

時 間 

・会派割当制。会派構成人数が６

人以上の会派は９０分、５人以下

は７０分（答弁を除く） 

・１人３０分（答弁を除く） 

質 問 

回 数 
・１人３回まで 

・一問一答方式：制限なし 

・一括方式：１人３回まで 

 

 

 

 



２１  

イ 議案付託 

 (ア) 予算及び決算（一般、特別、企業各会計の当初及び補正予算） 

          ～ 予算決算常任委員会付託としている。 
 
 (イ) 条例  ～ 所管委員会付託としている。 
 
 (ウ) その他 ～ 所管委員会付託としている。  
 
ウ 請願・陳情 

(ア) 定例会招集日の正午までに受理したものは当該定例会に付議する。 
 
(イ) 文書表を作成し、議員に配布する。 
 
(ウ) 審査結果は、その都度提出者に通知する。 
 
(エ) 郵送による陳情は、内容を問わず議長への要望として受けとめ、各会派に参考配            

  布する。 

 

（７）予算関係 

 ア 報酬（平成 17年 10月 11日適用） 

議 長 ６００，０００円 

副議長 ５４０，０００円 

議 員 ４９０，０００円 

 

 イ 期末手当（令和７年度） 

 

 

 

 

 ウ 旅 費（日当・宿泊料）                      （単位：円） 

６ 月 １ ２ 月 合 計 

１００分の１７２．５ １００分の１７２．５ １００分の３４５ 

地 域 

区 分 

議        長 副 議 長 議 員 

日 当 宿泊料 日 当 宿泊料 日 当 宿泊料 

道 内 ３，１００ １３，４００ ３，１００ １３，４００ ３，０００ １３，０００ 

道 外 ３，１００ １４，６００ ３，１００ １４，６００ ３，０００ １４，２００ 



２２  

 エ 費用弁償  ・会議、委員会の出席に要する路程が片道２km 以上の場合において、釧

路市旅費条例の規定を準用した額を、交通費相当（車賃１km につき 37

円）として支給。          （適用 平成２１年４月１日） 

 

 オ 政務活動費 ・年１回会派及び会派無所属議員に交付 

         ・１人月額４０，０００円              (適用 平成２５年４月１日) 

         ・出張報告書、会計帳簿、領収書等のＨＰ掲載 

 

（８）行政視察 

視 察 単 位 視察地 金額（上限） 回数 視察目的 

常 任 委 員 会 特に指定なし １４０，０００円 ４年に２回 委員会で決定 

会派または 

会派無所属議員 
特に指定なし １４０，０００円 制限なし 

会派または会派無

所属議員で決定 

 ※ 議会運営委員会、特別委員会については実施しない。（但し、必要があればその都度検

討する。） 
 

（９）事務局刊行物                          （令和６年度） 

刊 行 物 会議録 市議会だより 市政のあらまし 

内 容 本会議、委員会の記録 
定例会（臨時会含む）の内

容 
市政の概要 

発行回数 年４回 年４回 年１回 

発行部数 12 部／回 81,000 部／回 10 部 

規 格 
Ａ４判横２段組 

黒両面刷 

タブロイド判 

２・８・11月発行‐各４頁 

５月発行‐８頁 

Ａ４判横組み 

当初予算 
9,288千円 

（印刷製本費及び検索シス

テム運用経費を含む） 

4,474 千円 ― 

配付先等 
議員（各会派）・その他 

・ホームページ掲載 

市内全戸・その他 

・ホームページ掲載 

議員・その他 

・ホームページ掲載 

 

 

（10）議会事務局 

 ア 現 員   ９人 

 

 イ 組 織 

   事務局長   議事課（８人）        

 

            事務局次長‐総括係長（１人）‐担当係長(１人)‐総務係（５人） 

                           



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

令 和 ７ 年 度 

（２０２５年度） 

 

釧路市の概要 
 

令和７年７月発行 

編集・発行 

釧路市議会事務局 

釧路市黒金町７丁目５番地 
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